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	会議名
	平成27年度

第15回　介護・医療連携推進会議
	記録者
	
	

	日時・場所
	日時：自27年12月28日9時30分

　　　自27年12月28日11時30分

場所：ロング・ライフ会議室
	会議出席者
	蓬田隆子氏　　　　森所長

菅野美江子氏　　　佐久間晴子

伊東五十子氏　　　伊藤貞敏氏

丹野亜紀子　　　　本田圭子
	

	議　題
	１、あいさつ

２、平成27年度　10～12月の反省・今後の予定

３、自己評価について　　４、その他
	

	会　議　（ 打 ち 合 わ せ ）内  容
	１、あいさつ

　所長より…

　

２、平成27年度10～12月の反省、今後の予定など

丹野より…

３、自己評価について

　本田より…事業所での評価について、資料とスライドを用いて説明。

　蓬田氏…項目番号7について、具体的に連携推進会議の内容をサービスの提供等に適切に反映させている事例があれば教えてほしい。

　丹野…会議の中でテレビ電話の機械の件でお話頂いてからは、外部の会議など様々な場に持参するようにしている。

　

　所長…項目番号9、10について。松川安心安全ネットワーク委員会での徘徊模擬訓練にも職員が参加しているので、その事も災害対応や緊急時の対応にいかされているのではないか。今後も出来る限り職員も参加してはどうか。

　

　所長…項目14について、「未来志向型」とは、心身レベルが急激に低下してから定期巡回に移行するのではなく早い段階で定期巡回に移行し、心身ともに元気に在宅生活を継続するような考え方。今後も各居宅へ、そのような目的の移行を進めていくことが大切。

　

　蓬田氏…項目28について　職員間で回覧するだけではなく、玄関などに設置して誰でも閲覧できるようにするなどより多くの方に見て頂けるような工夫が必要。

丹野より…今後は、ロングライフのホームページへの掲載と共に、施設玄関へ　の設置を実施したい。
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第30回　介護・医療連携推進会議　記録



令和3年3月２2日
１０時３０分～1１時３0分

場所：ロング・ライフ会議室
会議出席者


Ａ氏（当該事業に知見を有する者）　　　　

Ｂ氏（地域住民）

Ｃ氏（利用者家族）※都合により欠席　　　

Ｄ氏（地域の有識者）

Ｅ氏（松川地域包括）

Ｆ氏（やまなみ訪問看護）※都合により欠席

Ｇ氏（ロング訪問看護）
森所長・斎藤管理者・紺野介護員・菅野介護員（ロングライフ２４時間訪問介護看護事業所）

会　議　内  容

１、あいさつ　　森所長より

今回の医療連携推進会議も第３０回を迎えることができました。
コロナ禍で求められるニーズも変わってきている部分もある。ニーズがどこにあるか、用途を

考えながらより良い方向に進めるよう、今後も皆様の力をお借りしていきたいと思います。
２、事業所のマニュアル評価について　　紺野より資料説明

事業所職員でマニュアル評価し、集計をしてまとめました。
森所長：整容について。入所系サービスと違い、ヘルパーはどのような対応になるのか？

斎藤管理者：ご家族が遠方で来県できず、髪が伸び放題という方もいる。そのような方へのサポート

　　　　　　も考えたい。誕生日プレゼントに化粧品をプレゼントして喜んでもらえたのは良かった。
B氏：本人の昔からの好みなども尊重してあげられているのか？

斎藤管理者：お声掛けには務めている。基本的な介護だけではなく、プラスアルファのサポートを

　　　　　　していきたい。

　　　　　　誕生日プレゼントとしても引き続き検討したい。

　　　　　　入所系サービスよりも行事関係がなく、写真を撮る機会もないため、お化粧をして写真を

　　　　　　撮る機会がもてる、時間と心の余裕をもって訪問にあたりたい。

森所長：マニュアル評価を集計して、これをどのように活用するのか。

斎藤管理者：「よくできた」評価が少ない。もっと自信がもてるようになってもらいたい。どう活用
　　　　　　するかは課題。

　　　　　　「よくできた」と評価した人は、今後どのようにしたら継続できるのか等も考えてもらい

　　　　　　たい。

Ａ氏：「できなかった」と評価を付けた人も何件かある。少しでもできなかったら「できない」なのか、
　　　全体的に見てなのかは、全員で共通理解で実施したほうが良い。

G氏：「気持ちよかったよ」の言葉がもらえるのはサービス業でとても大事なこと。
D氏：「よくできた」評価が少ないのは、みなさんの遠慮もあるのか。

３、その他

・生産性向上のモデル事業参加、終了について　　斎藤管理者より

東京でのフォーラムが中止となり、オンラインでのフォーラムが行われた。モデル事業の取り組みを

事例発表した。

森所長：法人として積極的に取り組んで今まで以上の成果をあげていきたい。

A氏：専門家がはいったことにより、しっかり前向きに取り組みができたようだ。

　　　定巡を皮切りに法人全体の啓発に期待します。

斎藤管理者：とても有意義な取り組みになった。

森所長：引き続き地域に根差した取り組みをしていきましょう。

・B氏より

地域の方より最近相談を受けることが多くなったことがあり、ぜひこの場でアドバイスをお願いしたい。

最近コロナで家にいることが多く、つまづくことがあり、何か良い改善方法はないか？
E氏：コロナ自粛で筋力低下が大きな要因と思われる。簡単な体操を提案。

A氏：筋力低下は大きな問題につながって来る。普段からそのようなことを気にかけてもらえることは
　　　とても大事だと思う。

次回　令和３年9月27日（月）１０時30分〜開催予定。
